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泌 尿 器 科 領 域 に お け るKW-1062の 使 用 経 験
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東海大学医学部泌尿器科学教室

KW-1062は 新 しい ア ミノグ リコシッ ド系抗 生物質で

あ り,緑 膿 菌,変 形菌,セ ラチア,肺 炎桿 菌,グ ラム陽

性球菌等に抗菌 力を示 す といわれ る1,2)。今 回 わ れわれ

は この薬 剤につき,基 礎的 および臨床的 な検 討を加える

機 会を得 たので,そ の結果 につ き報告 する。

I. 基 礎 的 検 討

1. 抗菌力

最近一年以 内の尿路感 染症 臨床 分離株について抗菌力

を測定 した。

E.coliに 対 しては,6.25μg/ml, Proteussp.に 対

しても6.25μg/ml, Klebsiella sp.に 対 し て は1.56

μg/mlに 抗菌 力のピー クを認 め た。測定は化療標準法

によった(Table1)。

2. 男子生殖器 内薬剤濃度

前立腺癌 の根 治手術不能 の症 例に対 して,抗 男性 ホル

モ ン療法 として両側 の睾 丸別 出術 を行 な うことがあ る。

その手術前1時 間にKW-106240mgを 筋 肉内注射 し,

別 出睾丸 の組 織内濃度 を測定 した。

手術 の際 は睾 丸,副 睾丸,精 管 を一塊 に して剔 出す る

ので,お のおのを肉眼的 に分離,ガ ラスホモ ジナ イザ ー

で破砕 し,濾 過 液についてB.subtilis ATCC 6633を 被

検菌 とす る平板 カ ップ法 によ り,薬 剤濃 度を測定 した。

その結 果はTable2の とお りで,特 にご大量 の 移 行はな

い よ うであ る。大量の移行 がなけれ ば造精 能等への影響

も少い と判断す るのは早計 であろ うが,一 応 の判断の根

拠 にはな り得 る。

II. 臨 床 的 検 討

33例 にKW-1062を 試用 し,20例 につ き効果を判定

し得た(Table3)。 効果判定は,な るべ くUTI研 究会

の効果判定基準 に近 い線 で考 えたが,基 準がで きる前に

この治験 を開始 したので判定 日等,1部 規定にそわぬ と

ころもあった。淋菌性尿道炎1例 に有効,急 性副睾丸炎

1例 に有効 の判定 を下 し得た。

臨床検査値 の異 常は,2例 にGOT, GPTの 軽度の上

昇 を,1例 に総 ピ リル ビン値 の上昇を認めた。

菌種別 に効果 をみる と,Table4の よ うに,E.coli

は9例 中8例,Enterococcusは2例 中 全 例 に 有 効,

Psendomonas aeruginosa 3例 中1例 が 有効 であった 。

また臨床分離菌 の薬剤感受性お よびKW-1062のMIC

は,Table5の とお りであ った。

III. ま と め

1. KW-1062の 尿路感 染症か らの臨床分離株 に対す

Table1 Distribution of susceptibility of isolated bacteria from urinary tract infection to

KW-1062

Table2 Male genital organ concentration of KW-1062

(μg/g)
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Table3 Clinical



VOL.25 NO.7 CHEMOTHERAPY 2173

results



2174 CHEMOTHERAPY SEPT. 1977



VOL.25 NO.7 CHEMOTHERAPY 2175



2176 CHEMOTHERAPY SEPT. 1977

る抗 菌 力 の ピ ー クは,E.coli 6.25μg/ml, Preteus sp.

6.25μg/ml, Klebsiella sp.1.56μg/mlで あ った 。

2. 試 験 的 に 男 子 生 殖 器 内 のKW-1062濃 度 を 測 定 し

て み た 。

3. 臨 床 的 に 効 果 判 定 し得 た20例 に お い ては,15例

に有 効,5例 に 無 効 の 結 果 を 得 た 。

4. 副作用 は1例 に注射部位 に疹痛 をみた ほか,臨 床

検査 を施行 した33例 中3例 に異常値を認めた。2例 に

GOT, GPTの 上昇を,う ち1例 はALPの 上昇 も伴な っ

た。 しか しALP, GOT, GPT3者 の上昇例は,手 術 も大

き く輸血 も行 なってい るので,そ の影響 とも 考 え ら れ

る。 他の1例 は総 ビ リル ビ ン値 の上昇を示 した。

5. 上記 の結果 よ り,有 効率は75%で あ った。

6. 臨床的にはE.coli, Enterococcus感 染 症 には

効 力が強 いが,Pseudomonas aeruginosa感 染 症 に 対

しては,用 量,投 与 日数等今後 さらに検討す る必要があ

ろ う。
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Table 4 Clinical effect classified by pathogens
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1. Antibacterial activity of KW-1062, expressed as peak of MIC against E. coli, Proteus and Klebsiella 

which had been clinically isolated from urinary tract infections, were 6. 25, 6. 25 and 1. 56 ƒÊg/ml,

respectively. 

2. Concentration of KW-1062 in the male genital organs was determined. 

3. KW-1062 was administered to 20 cases in the infected field of urinary tract, and clinical res-

ponse was good in 15 cases and poor in 5 cases. 

4. Thus, percent effectiveness of KW-1062 was 75%. 

5. No side effects were observed. 

6. Laboratory findings obtained in 33 cases were as follows : two cases of them showed elevated 

GOT and GPT, one being complicated by increase in ALP which was caused by operation and blood 

transfusion, and one case showed elevated total bilirubin.


